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●日頃の取り組み
上野防災福祉コミュニティは、平成元年6

月に上野自主防災推進協議会として発足し
て以来、放水訓練に力を入れ取り組んでき
ました。
灘区上野地区には、現在4カ所の防火水
槽が設置されていますが、それだけでは水槽
から遠方の地域を守ることはできません。そこ
で、私たちが考案したのは、簡易水槽2基と
小型動力ポンプ2台を使用したバケツリレー
です。
防火水槽から小型動力ポンプで汲み出し

た水を簡易水槽に入れ、その水をバケツリ
レーで、火元近くに設置した簡易水槽まで運
びそこから、小型動力ポンプで消火する方法
です。
今年で23回目を数える「上野地区たそが

れ防災訓練」などでこの方法を徹底して訓練
をしています。
また、JICA（国際協力機構）研修生も積
極的に受け入れており、防コミの訓練に参
加していただく時は、いつも以上に気持ちが
引き締まります。
●女性放水隊
災害は、いつ発生するかわかりません。
サラリーマン世帯が多い当地区では、昼
間に災害が発生した際は、留守を預かる女
性が町を守らなければいけません。
そのために、当防災福祉コミュニティでは、
女性で編成された「女性放水隊」を結成し、
毎月第2日曜日の早朝から正午までポンプ操

法訓練を実施しています。
その成果もあり、今では消防団員と技を競

うまでに成長し、いつ起こるかわからない災
害に備えています。
●今後の取り組み
このように防災面の取り組みは、万全を
期していますが、これからは福祉面に力を入
れていきたいと考えています。
当地区でも高齢者の割合が増えてきてい

ますが、災害が発生した時の支援体制は十
分ではありません。
プライバシー情報の保護が重視される世
情ですが、要援護者対策にも積極的に取り
組むことができるように、区役所などの行政
機関と一層の連携を取っていきたいと考えて
います。
どんなに訓練をおこなっても大自然の威力
には太刀打ちできませんが、日頃の訓練を通
して自分の身は自分で守り、自分たちの町
は、住民が力を合わせて守る「自助・共助」
をスローガンに、これからも地域の安全の確
保に頑張り続けようと思っております。
（上野防災福祉コミュニティ会長　森原武子）

青い海と淡路島を望む風光明媚な垂水区
ですが、海岸線では一部防潮堤がない地区
も有り、発生の確率が高まっている東海・東
南海・南海連動型地震が起こった場合の津
波に対する備えは日頃から考えておかねばな
りません。
新しい器具庫開所　西垂水分団
垂水消防団西垂水分団の器具庫は、昭
和4年に建築され、阪神・淡路大震災にも
耐えてきましたが、老朽化が進み、地域の
防災拠点として大きな災害が発生した時の
不安がありました。このたび地元の方々の協
力のもと、最新の設備を備えた地域の防災
の要となる新しい器具庫として、4月15日、
垂水区宮本町1に開所しました。

避難訓練実施　舞子分団
また、舞子分団では住民の速やかな避難
の実現を目指して避難訓練を企画・立案し、
垂水消防署・垂水警察署の指導や助言を
いただき、舞子防災福祉コミュニティや自治
会と協力して、東日本大震災から1年となる
3月11日に訓練を実施しました。その中で住
民に対し、津波の怖さや避難時の注意点な
どを説明しました。
このように垂水消防団は、地域住民ととも
に、ハードとソフトの両面で、安全・安心なま
ちにするためのさまざまな取り組みをおこなって
います。
（垂水消防団　舞子分団　中川伸一）

安全・安心なまちを目指して 自分たちの町は自分たちで守る
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